



































































































































































































































































































































































































































































































































　タイの人が言った「Globalization of Nation State」と言
う言葉をご紹介します。かつて船により貿易を始めた我々
は、他国と付き合うことで国家や国民を形成していきまし
た。国家のグローバリゼーションです。次に移動手段が飛
59タイ市場概況の特性と 日本企業が抱えている課題
行機に変わって何が国際化したかというと、企業です。し
かし、今は飛行機よりも速いインターネットがあります。
それで何が国際化したかというと、人です。一個人が世界
中の人とつながることができるようになりました。
　「人・モノ・カネ」という日本の言葉がありますが、あ
る日本人の先輩が大事なのはその意味ではなく、言葉の順
番だと教えてくれました。一番手に入りやすい「お金」は
後ろにあります。お金がなければ借りることはできます
が、お金があっても良い商品がなければビジネスは成り立
ちません。しかし、それよりも難しいのは良い人材を確保
することです。
　本日はいろいろなお話をしましたが、人財の高度化はタ
イ人だけの課題ではないと思います。日本人駐在員や日本
本社もタイ現地法人に対する危機感や高度化を図るべく施
策を打っていく必要があります。「タイは安定期に入っ
た」という言葉に甘んじることなく、日本企業の競争力を
強化し、日本とタイの関係を強化することで、お互いの国
に貢献ができるよう、私もサポートをして行きたいと思い
ます。
　ありがとうございました。
質疑応答
後藤：亜細亜大学の後藤です。ガンタトーンさんに伺いた
いのですが、タイの大学生の就職希望ランキングで日
本企業は低く、欧米系の企業が人気があるというお話
でしたが、そうすると、欧米系の企業のシステムはタ
イで受け入れられており、日本企業の欠点として指摘
されたようなことがない、例えばタイ人のキャリア形
成ができるといったように、日本企業にはないマネジ
メント能力を発揮しているということでしょうか。
 　もう１点は、日本企業は３～４年でトップが変わる
ところに問題の一つがあるというご指摘でしたが、と
いうことは今後はタイ人に任せる、いわゆる現地化し
ていくことがベストソリューションであるとお考えで
しょうか。
ガンタトーン：欧米系のシステムがタイで受け入れられて
いるのか、というご質問ですが、タイの企業の多くは
欧米発の人事制度を見本にしています。タイの大手企
業における人事制度では、勤続年数や勤務態度ではな
く、ジョブや能力で昇給賞与を検討します。タイの企
業も欧米の企業も、従業員がどんどん替わっても耐え
られるような人事制度を採用しているので、ジョブ
ホッピングも全く問題がありません。ジョブホッピン
グに合った人事制度を、欧米企業もタイの企業も採用
しているというのが現状です。
 　補足すると、終身雇用を前提とした日本企業の昇給
は、ゆっくりとした上昇カーブを描きます。欧米企業
とタイ企業は急激な上昇カーブを描き、後半で横ばい
になります。最終的には欧米企業とそれほど変わりま
せんが、日本企業で働いている30代の人は、かつての
大学の同級生が働いている欧米やタイ企業よりもその
時点で給料が低い。SNS で給料の情報交換をするの
ですが、同級生は月５万バーツ、自分は日本企業で３
万バーツ、その差は２万バーツ、年間で24万バーツ、
10年で240万バーツの差…これだったら転職しよう、
という単純なロジックが働きます。これを根本的に変
えようと思うなら、人事制度から変える必要がありま
す。それが２番目の質問である現地化にもつながりま
す。
 　日本の現地法人の社長が３～４年で替わるという問
題には、二つの解決法があると思います。一つは、同
じ人が10年、20年と続けるというほぼ片道の赴任制度
に変える。もう一つは、優秀なタイ人に経営を任せ
る。しかし、どちらも日本の人事制度を見直す必要が
あり、なかなか難しいのが現実です。
後藤：タイ人の従業員をせっかく育てても、ジョブホッピ
ングで辞めてしまう。しかし、将来、この人には会社
を背負ってもらいたいという場合、キャリアパスや何
かでうまくいっている事例があったらご紹介ください。
 　また、お話の前半で非常に気になったのは、タイの
重点分野で本当に成果が出ているのかどうか。また、
基幹産業としていくつか挙げられていますが、将来は
どういったところを目指しているのか、教えていただ
けますでしょうか。
ガンタトーン：タイ人が会社に定着する理由は、１番目が
自己成長です。この会社で自分が成長できるかどう
か、その道筋をきちんと示してくれるかどうかです。
２番目が安定、３番目は職場環境で、４番目がようや
くお金です。
 　タイ人の多く、これは日本でもおそらく同じだと思
いますが、会社に入るときは会社の看板・ブランドで
入ります。しかし、辞める時は70％が上司が原因とい
われています。
 　日本企業では、人事異動は事前にはほとんど知らさ
れず、希望もできず、人事部が全部決めている場合が
多いのではないでしょうか。タイ人は、そういうこと
を嫌がります。自分がやりたいこと、力をもっとも発
揮できることをしたいのに、経験を積むためという理
由で異動させられることを嫌がります。
 　また、日本の人事制度はゼネラリストを育てます
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が、タイや欧米ではスペシャリストを育成する人事制
度なので、そういう考え方の違いもあると思います。
欧米とタイの企業は、「あなたが頑張れば最後は社長
になれる」ということを明確に伝えます。しかし、日
本企業では、そういうことはあまりないでしょう。日
本人駐在員が上にずっといることが見えないガラスの
天井となっていることはタイ人もわかっています。
 　二つ目の、タイの重点産業ですが、GDP に占める
輸出の割合は70％と非常に多く感じます。ものを作っ
て輸出して稼ぐということを長く続けてきました。国
内マーケットは非常に小さく、輸出依存度が高いため、
世界経済の影響を受けやすいという弱みがあります。
 　タイでは日本ブランドの自動車や家電製品を製造し
て輸出していますが、タイの会社が一番強いのは食品
加工です。そのため、10の重点分野には食品が入って
います。三菱自動車では、一つの工場としては日本国
内よりもタイ工場のほうが生産台数が多いので、世界
戦略車はタイを中心に製造していこうとしており、こ
れは BOI の政策に沿った部分もあると思います。あ
とは、アリババのタイ進出やエアバス社による整備工
場の建設、ボーイング社による人材育成センター設立
などは成果が期待されています。
後藤：先ほど、タイ企業は欧米の人事制度を模倣したと
おっしゃいましたが、50年前のタイには日本企業しか
なかったと思います。なぜタイ企業は日本企業の人事
制度を見習おうとせず、どのタイミングで欧米企業を
見習うようになったのでしょうか。
ガンタトーン：日本企業の人事制度を見習わなかった理由
の一つは、タイの経営者のほとんどは欧米留学経験者
だからです。数百年の歴史を見ると、タイ王室の留学
先はほとんどが欧州でした。タイの財閥といわれると
ころの人たちは、欧米の思想を持って企業や国を運営
してきました。
 　戦後の経済を支えた華僑の人たちの第１世代は学歴
こそ低いものの、ビジネスのセンスは抜群で、CP な
ども彼らによるものです。その子どもの第２世代の留
学先は全て欧米でした。彼らが帰国してからタイの法
律を変え、企業のシステムを作ったため、発想が欧米
発によるものとなりました。
Ｃ：　タイが4.0とか重点産業を考える一方で、ASEAN
の中では進んでいるほうだと思いますが、ASEAN と
いう面から考えたときにタイはどのような成長をして
いくのか。ASEAN の生かし方なども含めて、考えを
お聞かせください。
ガンタトーン：政府を代表して話すわけではありません
が、キーワードは中国の一帯一路です。これまで中国
の影響はあまりありませんでしたが、一帯一路によっ
て東南アジア、特にメコン流域、GMS（グレート・メ
コン・サブリージョン）がどのように変わっていくか
を、タイも戦略的に考えています。10年前に話題だっ
た東西経済改革とか南部経済改革はタイだけの話でし
たが、現在は中国の存在が非常に大きくなってきたの
で、タイだけの問題として考えることはできません。
 　また、日本企業は中国と直接やりとりするのはあま
り得意ではないので、タイを拠点として、中国を南か
ら攻めませんかというセールスポイントもあります。
そうしたときに、タイだけではなく、バンコクを中心
に CLMB、つまり中国南部の雲南省から入っていく
ことを考えれば、ラオスやカンボジアも巻き込んでい
くことが必要になると思います。タイ政府も、そこは
しっかり考えているでしょう。
